
発 音 解 説

■米国発音と英国発音
本辞典では，国際音声記号（IPA）を用いて，標準的な

米国・英国発音を見出し語の直後に示した。米国発音は
米国中西部の広い地域で使われている「一般米語
（General�American）」，英国発音は教養がある人々が
使う，特定の地域とは結びついていない「容認発音
（Received� Pronunciation）」をベースとし，近年の発
音変化の傾向も取り入れた表記となっている。発音記号
の一覧については巻頭の発音記号表を参照のこと。

■発音表記の原則と注記
①複数の発音を持つ語は，好ましいとされる順序で示した。
〈例〉roof�/ ru\f, rÜf /
②併記した発音に共通する部分がある場合は，音節単位で
省略し，ハイフンで示した。〈例〉Mon·day�/ m%ndeˆ, -di /
③強勢の位置のみ違う場合は，音節を「Z」で表し，その
上に強勢を記した。〈例〉mag·a·zine�/ m@g6zì\n, CZX /
④音声の英米差がある場合は「|」で区切り，米音，英音
の順に掲載した。
〈例〉 hot�/ h1(\)t|h4t /，knowl·edge�/ n!(\)lˆdΩ|n$l- /，

bal·let�/ b2léˆ|XZ /
⑤省略可能な要素をイタリック体で示した。ただし長音
符号のみ�(\)�で省略可能を表す。
⑥英米の発音が共通で，さらに英または米で別の発音も
ある場合は「＋米」「＋英」として追加した。
〈例〉�meas·ure�/ méΩ6R, ＋米�méˆΩ6R /，�

plas·tic�/ pl@stˆk, ＋英 pl!\s- /
⑦見出し語内の派生語は，つづりが見出し語と共通する
部分を省略し，発音も原則として省略した。
〈例〉re·call�/ rˆk$\l /，〜·a·ble
� � � con·fused�/ k6nfjú\zd /，-fus·ed·ly�/ -fjú\zˆdli /
ただし，強勢の位置が異なる場合はつづりを省略せず，
強勢パターンをつづり字の上に示した。
� 〈例〉fer·ti·lize�/ f^\R{t}Alàˆz /，fèr·ti·li·zá·tion
⑧見出し語内の分離複合語は，見出し語相当語は「〜」
で表し，発音表記は原則として省略，強勢パターンを示
した。
〈例〉dog�の分離複合語　≲ còllar
⑨見出し語であっても，複合語等で発音表記が他所で示
されている場合は，強勢をつづり字の上に付した。
〈例〉slòw mótion，slòw-móving，slów·pòke
⑩日本語母語話者にとって発音上問題が起きやすい語に
は，〝発音注意〟〝アクセント注意〟などの注記を施した。ま
た，この版では新たに，近年の英米の発音傾向，日本語
学習者が気づきにくい発音など，聞き取りにも役立つ情
報を�♦�注記にまとめた。

■母音
肺から出た呼気が口腔内で妨害を受けることのない音
である。日本語には「ア・イ・ウ・エ・オ」の5つがあるの
に対し，英語ではその5倍以上もの母音が認められる。
特に注意を要する点を以下にまとめた。
1．異なる記号は異なる母音の音色を表す
� 例えば，米音の�/ 2 /（hat），/ 1(\) /（hot），/ 5 /（hut）は日
本語母語話者にはいずれも「ア」のような音に聞こえる

が，実際は音色や長さに違いがある。また，/ ̂ /（bit）－
/ i\ /（beat）は「イ」「イー」，/ Ü /（pull）－/ u\ /（pool）は「ウ」
「ウー」のように長さだけで対比されがちであるが，実際
は�/ i\ /，/ u\ /�は�/ ̂ /，/ Ü /�と比べて緊張度が強く音色も異
なる母音である。さらに，/ 4\ /（law）－/ oÜ /（low）はいず
れも「オー」のように単一の音色を引き延ばして発音し
がちであるが，/ oÜ /�は出だしは�/ o /�で始まり，/ Ü /�へと
音色が移行する2つの音色を持つ母音である。
2．母音には顕著な英米差がある
� 英米に限らず，英語の発音変種の違いは母音の音色に
顕著に現れる。本辞典で示す体系的な英米差は次のとお
りである。
①/ 6\R，̂6R，e6R，1\R，4\R，Ü6R，6R /：bird，ear，air，art，
door，poor，doc·tor（⇨3．米音には�R�音性がある）
②/ 1(\)|4 /：pot，rock，odd
③/ 2|1\ /：half，ask，fast
④/ 4(\) /＝/ 米 4\|英 4 /：dog，soft，long
⑤/ 6\r|5r /：cour·age，hur·ry，wor·ry
② / 1(\)|4 /�について，米音は� / 1\ /�と同一と扱い� / 1\ /
と表記する辞典もある。また，英音は� / 4 /�よりは唇の丸
めが弱いことを表すために� / Å /�を採用する辞典もある。
さらに，米音では�/ 4\ /，/ 1\ /�を区別しない話し手もいる
ため，④や�law，tall�の母音（米音・英音共に�/ 4\ /）につい
て，/ 1\ /�を併記する辞典もある。
3．米音には R 音性がある
� bird，ear�といった，つづり字の上で母音字の後に子
音字�r�が続く語（2．①のグループ）では，米音には�/ r /�の
音色（R�音性）がある一方，英音は�R�音性を持たない。本
書ではこれをイタリック体の�/ R /�で表した。
� 〈例〉bird　　/ b6\Rd /＝/ 米 b6\rd|英 b6\d /
� � � ear　　/ ̂6R /＝/ 米 ˆ6r|英 ˆ6 /
� なお，米音の�/ 6\r /，/ 6r /�は，/ 6\ /�あるいは�/ 6 /�から�/ r /�
の音色へと変化するのではなく，R�音性を持つ1つの母
音として発音される。
� R�音性を発音記号�/ = /�を用いて表す辞典もある。この
場合，bird，ear�の母音部はそれぞれ�/ =\|6\ /，/ ̂=|ˆ6 /�
のように表される。
4．強勢のない音節では弱母音が現れる
強勢のない音節の母音は，長さが短く音色が曖昧な弱

母音になる。その特徴は次のとおりである。
①弱母音の�/ 6 /�は，強勢があるときの母音が弱く短くな
ったもので，曖昧な音色を持つ。
〈例〉a·bove�/ 6b%v /，rab·bit�/ r@b6t /，al·bum�/ @lb6m /
発話のスピード，スタイル，つづり字の影響などにより
音色が変化し，強勢があるときの音価を反映した音色を
持つ場合もある。語末では長めに発音される。
②弱母音の�/ ̂，Ü /�は，強勢のある�/ ̂，Ü /�が弱く短くなっ
た音である。
〈例〉in·tend�/ ̂nténd /，Por·tu·gal�/ p$\RtƒÜgAl /
③弱母音の�/ i，u /�は，語末もしくは直後に母音が来る位
置に出現する。語末では長めに発音される。
〈例〉�hap·py�/ h@pi /，re·act�/ ri@kt /，�

in·flu·ence�/ Ínflu6ns /
④弱母音の�/ 6R /�は，強勢のある�/ 6\R /�が弱く短くなった音
である。語末では長めに発音される。〈例〉din·ner�/ dÍn6R /



� なお，本辞典では，/ 米�j6|英�jÜ /，/ 米�j6|英�ju /�は便宜
上それぞれ�/ jÜ /，/ ju /�に統一した。また，名詞複数形お
よび動詞三人称単数現在の語尾は�/ -ˆz /，動詞過去形，過
去分詞形の語尾については�/ -ˆd /�とした。

■子音
肺から出た呼気が口腔内で閉じられたり狭められたり
するなどの妨害を受ける音である。母音と比べると英米
差は少なく，以下の特徴が見られる。
1．米音における�/ t /�のたたき音化
� 米音では，/ t /�が次の条件で現れる場合，上歯裏側の少
し後ろの歯茎を舌先でたたいて発音する，日本語のラ行
音に似た音�/ {t} /�が現れる。
○強勢を持つ母音と持たない母音の間。
〈例〉mát·ter�/ m@{t}6R /
○強勢を持つ母音と音節を構成する�/ l /�の間。
〈例〉mét·al�/ mé{t}Al /
また，強勢を持つ母音と持たない母音の間に� / nt /�が

来る場合，前の�/ n /�の影響で�/ t /�が鼻音化したたたき音�
/ {T} /�となることがある。〈例〉print·er�/ prÍn{T}6R /
なお，本辞典では�/ {t} /，/ {T} /�という表記で，米音ではた

たき音（/ {t} /，/ {T} /）が現れ，英音ではいずれも�/ t /�が現れる
ことを示した。
2．英米差がイタリック体で示された子音
①/ t，d，n /＋/ j /�の音連続において，米音では�/ j /�が発音
されないことがある。これをイタリック体�/ J /�で示した。
〈例〉tube�/ tJu\b /＝米では�/ tju\b /�または�/ �tu\b /
②米音では，つづり字�wh�の�/ w /�を声帯振動なしに発音
することがある。これをイタリック体�/ H /�で表した。
� 〈例〉wheel�/ Hwi\l /＝米では�/ wi\l /�または�/ hwi\l /
3．挿入される子音
①子音連続�/ m，n，© /＋/ f，˙，s，ƒ /�の間に�/ p，t，k /�が
入り込むことがあるが，本辞典では�/ k /�の場合のみイタ
リック体を用いて示した。 〈例〉�length�/ le©K˙ /

�（本辞典には表示なし　pam·phlet�/ p@mpfl6t /，�
prince�/ prˆnts /）

②以前は発音されなかったが，つづり字にあるために近
年，発音されるようになっている子音については，イタ
リック体で示した。
〈例〉sug·gest�/ s6GdΩést /，of·ten�/ $(\)fTAn /

■音節
音節は母音を中心とした音のまとまりのことで，強勢

やリズムの基礎となる単位である。英語の音節には以下
の特徴がある。
①基本的に「子音＋母音」で一音節を構成する日本語と
異なり，英語では母音の前後に複数の子音連続が認めら
れる。例えば�strict�/ strˆkt /�は母音の前に3つ，後に2つ
の子音が続く一音節語である。
②自然な発話では，子音連続の一部や弱母音が脱落する
ことがあるが，これをイタリック体で示した。母音が脱
落すると，音節の数も減る。
〈例〉at·tempt�/ 6témPt /，cam·er·a�/ k@mAr6 /
③音節の中心となるのはふつう母音であるが，語末で子
音が2つ連続し，2つ目の子音が�/ m，n，l /�のいずれかで
ある場合，その子音が音節の中心となることがある。次
のような語は，母音は1つしかないが，二音節を持つ。
〈例〉cas·tle�/ k@sl /
� � � sud·den�/ s%dAn /，tun·nel�/ t%nAl /
� （/ A /�が発音されない場合）

■強勢（ストレス）
強勢（ストレス）は強弱が交替して現れる英語のリズム
の源である。本辞典では，第一強勢� /  ́   /，第二強勢� /  ̀   /，
無強勢の3段階で表し，二音節語以上の語に強勢記号を
付与した。
� 〈例〉un·der·stand�/ ∞nd6Rst@nd /
発話においては，語・複合語・句・文のような様々なレベ
ルで音のまとまり（音韻句）が構成されるが，本辞典では
原則として，音韻句1つにつき第一強勢を1つ表示した。
〈例〉�the�àpple�of�a pèrson’s�éye，bèat�around�the

búsh，Mòney�dòesn’t�gròw�on�trées.
1．強勢移動（ストレスシフト）
� Jàp·a·nése�/ dΩ™p6ní\z /�のように第二強勢の後に第一
強勢が来る語が�mú·sic� / mjú\zˆk /�のように語頭に第一
強勢を持つ語と結びつくと，英語らしいリズムを保持す
るために，強勢の移動が起きることがある。この場合，
-nese�から� Jap-�により強い強勢が移動して，全体では�
Jàpanese�músic�となる。このような強勢移動が起きる
可能性のある語について，本辞典では� Jap·a·nese�
/ dΩ™p6ní\z /�シ�のようなマークで示した。
2．複合語の強勢
次のいずれかのパターンとなる。以下の１，2，0は

それぞれ第一強勢，第二強勢，無強勢を表す。
①�１―2　〈例〉flásh·lìght，éye-òpener，póst�òffice
②�2―１　〈例〉�sùper·nátural，fùll-tíme，�

artif ìcial�intélligence
英米の強勢パターンが異なる場合は，米のパターンを

見出し語に示し，英のパターンはその後に示す。
〈例〉róund�tàble�/ 英 CX /，íce�crèam�/ ＋英 CX /
3．句動詞の強勢
次のいずれかのパターンとなる。

①�2―１
○自＋副　〈例〉lòok báck
○�他＋副＋目／他＋目＋副　〈例〉lòok úp … / lòok … úp
目的語を明示する場合は，2―2―１
〈例〉lòok ùp a�wórd / lòok a�wòrd úp
ただし，目的語が代名詞の場合は，2―0―１
〈例〉lòok�it�úp

②�１―0
○自＋前＋目　〈例〉lóok for …
目的語を明示する場合は，2―0―１
〈例〉lòok for a�bóok
ただし，目的語が代名詞の場合は，１―0―0
〈例〉lóok for�it

4．文の強勢と機能語の強形・弱形
� 文の自然な発話においては，情報を伝える上で重要な
意味を持つために強勢を受けて発音される内容語（名詞・
動詞・形容詞・副詞など）と，語と語の文法的な関係を示
す役割を持ち強勢を受けずに発音される機能語（代名詞・
前置詞・接続詞・be�動詞など）の存在が英語らしいリズム
を生み出す。例えば�She�vìsited�Chìna�and�Koréa.�とい
う発話では，通常，内容語である�visited，China，Korea�
が強く発音され，she�と�and�は弱く発音される。ただし，
中国と韓国の「両方」に行ったことを強調したい場合は，
and�も強く発音される。本辞典では，この2種類の発音，
すなわち通常の強勢を受けない場合の発音「弱形」と焦
点・対照・強調のために強勢を受ける場合の発音「強形」
を�and�/ 弱 And, An; 強 2nd /�のように表した。




